





















































































































 終章では、第 1 章から第 5 章のまとめを行っている。弥生時代の人々は、鳥に対して様々
な関わり方をしていたことは明らかである。例えば、長脚長頸の鳥に対しては「稲魂を運ぶ
鳥」、ニワトリについては神に捧げる「犠牲禽」、鳥類については「死者の魂を運ぶ鳥」とい
うような形で、役割に応じて異なる関わり方がある。そして、そこには人々の鳥に対する意
識が投影されているものと思われる。また弥生時代の鳥霊信仰は、当初より山陰・畿内を中
心として、畿内弥生文化の広がりとともに列島への展開をみせる。これは、北部九州弥生文
化をどう捉えるかということとも関わっており、今後の弥生時代研究において重要な問題
提起となると思われる。 
 
